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１．概要（Summary） 

血液や尿などに含まれ生体由来物質の検出は、疾病

診断において重要である。これらの物質の高感度測定に

は、蛍光法が用いられている。蛍光法を用いる場合は生

体由来物質を蛍光色素で標識する必要がある。この標

識化の過程は煩雑であり、蛍光色素は高価である。そ

こで我々は、ナノ構造体を用いた生体分子の無標識検

出法の開発を目的としてナノテクノロジープラット

フォーム北海道大学拠点の設備を利用して微細加工

を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

スピンコーター、ホットプレート、超高精細高精度電子ビ

ーム描画装置、反応性イオンエッチング装置、レーザー

顕微鏡 

 

・実験方法 

合成石英基板上に電子線レジストを塗布し、電子ビーム

描画装置を用いてラインアンドスペースパターンを描画し

た。描画したパターンをマスクとして反応性イオンエッチン

グ装置を用いてエッチングした。その後レジストを除去し、

ナノ構造体とした。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

超高精細高精度電子ビーム描画装置を用いてパターン

を描画し、反応性イオンエッチング装置を用いて幅 600 

nm、高さ 200 nm、間隔 300 nm のナノ構造体を作製

した(Fig.1)。作製したナノ構造体の形状を変えることで、

計測感度の向上が期待され、今後さらなるパターンの最

適化が必要であると考えている。 

 

 

Fig. 1 Microscopic image of nanostructure 
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